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金賢姫の友人を教えた「めぐみ」 2009/01/20 06:00 

 拉致被害者救出を忘れるな 
  

 「わしは日本を信じる！  

  だからお前も信じろッ！」 

  
  いま、日本が国家の主権をかけて取り組まねばならない最重点課題が拉致被害者の救出問題でしょう。何回も取り上げてい

る通り、日本が普通の国家であるのか、ないのかの分水嶺がこの問題です。お隣韓国も北に毅然とした対応をする李明博大統

領になって、あの金賢姫がマスコミに向けて新しい情報を寄せてくれました。まずは以下のニュースをご覧下さい。 
 

■1月15日の午後7時のNHKニュース 
  
 大韓航空機爆破事件の実行犯、キム・ヒョンヒ（金賢姫）元死刑囚がＮＨＫの電話インタビューに応じ、自分の教育係をさせられ

ていた拉致被害者、田口八重子さんについて「生きていると確信しているし、力になれるのなら家族に会いたい」と述べ、拉致問

題解決への思いを明かしました。キム元死刑囚は１２年前に結婚したあと、公の場に姿を見せておらず、報道機関のインタビュー

に応じたのはそれ以来だということです。 
  

  
韓国政府に逮捕された当時の金賢姫とその後 
  
■月刊朝鮮の金賢姫氏インタビュー（救う会ニュース1月18日から） 
  
 17日に韓国で発売された「月刊朝鮮」2月号に、同誌編集委員である趙甲済記者が金賢姫と会い3時間にわたってインタビュ

ーした記事が掲載された。同誌に趙甲済（月刊朝鮮編集委員兼趙甲済ドットコム代表）が寄稿した「特ダネインタビュー 20年ぶ

りに口を開いた金賢姫」から、日本人拉致に拉致に関する部分を翻訳してお伝えする。 
  
これを読むと、先の本ニュースで指摘した3つの重要ポイント、 
１ 横田メグミが友人キム・スクヒを教えた。 
２ イ・ウンヘが死んだという話は信じることができない。 
３ 北朝鮮で工作員を教えた日本人は十人を越えるだろう。 
のうち、１については、当時は横田めぐみという名前は分からなかったが、 
・幼いとき日本から拉致されてきて、 
・拉致されてきた韓国男性と結婚し、 
・娘を産んだ 
という３点が、完全に一致するので横田めぐみさんに間違いないと言えるだろう。 
  
 ２については、金賢姫氏が伝える田口さんの最後の消息は1985年のものであり、北朝鮮が死亡日としている1986年より早い

時期である。金賢姫氏が田口さんの生存を信じている根拠は、工作員としての常識からであることが分かる。 
  
 ３については、金賢姫氏は田口さん以外の日本人を目撃していない。10人以上という数字は、招待所で生活した際などに聞い

たことなどを総合した彼女の判断なのだろう。 
  
 記事の中で趙甲済氏が「彼女に会ったら『これを必ずきいてくれ』と頼んだ日本人たちがいる。拉致被害者救出のために活動し

ている人たちだ。」と書いているが、救う会西岡力会長代行は昨年12月、ソウルで趙甲済氏に会い、日本人拉致に関して金賢姫

に質問して欲しいことを伝えている。このインタビューでは、そのとき依頼した質問がほぼ実現しており、趙甲済氏に感謝したい。 
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タグ： 金賢姫  拉致問題  田口八重子  島田洋一  西村慎吾  増元照明  増元正一  救う会  家族会  横田めぐみ   

詳しくはHPへ。http://www.sukuukai.jp/mailnews.php?itemid=1773 
なお、NHKニュースについては救う会副会長の島田洋一教授のHPに詳しいテキスト起こしがあります。http://island.iza.ne.j
p/blog/entry/874422 
  

 
島田洋一教授のHPからＮＨＫニュースの画像 
  

新政党「改革クラブ」を応援しよう！ 

  
 ご承知の通り、この拉致問題にもっとも積極的に取り組んでくれている政治家の一人が西村慎吾代議士です。彼は無所属から

昨年「改革クラブ」入りをし、政党としてこの拉致問題の解決を政策のトップにかかげて闘うと明言しています。日本政府は北朝鮮

による日本人の拉致を知りながら、長年知らんぷりをして「無為無策」を決め込んだ共犯関係にあります。救う会、家族会が強く

求めている北朝鮮への制裁強化の声を議員、党、政府に届けましょう。 
  
 既に我が子を拉致されてから30年以上経過している被害者家族も多く、近年、こうした方々が次々と亡くなられています。昨年

10月14日付の読売新聞よみうり寸評で紹介されたこの言葉。「わしは日本を信じる！ だからお前も信じろッ！」増元照明さん

（拉致被害者家族会事務局長）の耳に残る父・正一さんの言葉だ。遺言のような言葉を残して亡くなられて既に七年が経ちます。

もう、時間は残されていません。 
 
・拉致関連のイベント情報 
  

平成21年の救出活動 東京連続集会42 

  
日時 平成21年1月22日(木)18時30分～20時30分 (18時00分開場) 
場所 友愛会館 9階 東京都港区芝2-20-12 TEL 03-3453-5381 
  （地下鉄三田線「芝公園」駅 A1出口1分、JR「田町」駅徒歩10分、三田会館隣） 
内容 講演：西岡 力（「救う会」全国協議会 会長代行）月刊「正論」2月号掲載論文より 拉致被害者ご家族より、年頭の思い 
参加費 千円（事前申込み不要） 
主催 救う会東京、「救う会」全国協議会 
東京都文京区音羽1-17-11-905 TEL 03-3946-5780 FAX 03-3946-5784 
MAIL info@sukuukai.jp http://www.sukuukai.jp 
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2009/01/20 12:26Commented by el☆ さん 

こんにちは。最初の二行は感動しました。傷つく事が辛いと信じる事が難しくなってしまい

ます。それでも信じる事から善き日本が始まるのかも知れませんね☆   

2009/01/20 13:59Commented by 花うさぎ さん 

To kyokkyuさん こんにちは。 
 
>こんにちは。最初の二行は感動しました。傷つく事が辛いと信じる事が難しくなってしま

います。 
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心が締め付けられるような重い言葉ですね。故・増元正一さんが信じられるような日本に

したいものです。 

 
それでも信じる事から善き日本が始まるのかも知れませんね☆ 

 
民主党政権が出来たら日本は心ある日本人にとっては冬の時代になりそうです。  

2009/01/20 14:04Commented by 花うさぎ さん 

・追記１ 

 
金賢姫元死刑囚と田口さん家族「面会実現したい」…外相 

 
中曽根外相は２０日の閣議後の記者会見で、１９８７年の大韓航空機爆破事件で逮捕さ

れた金賢姫(キムヒョンヒ)元死刑囚が、拉致被害者の田口八重子さんの家族との面会を

希望していると朝鮮日報などが報じたことについて、「金さんにそういう気持ちがあるとい

うことであれば、できるだけ実現するよう努力していきたい」と述べた。 

http://www.yomiuri.co.jp/politics/news/20090120-OYT1T00513.htm 
 
反応が遅い人ですね。NHKニュースを見たら間髪動いて、16日にはこれを発表しない

と。しっかりしろ、中曽根外相！。  

 

2009/01/20 17:13Commented by 患者ＩＤ112904 さん 

こんんにちは、花うさぎ さん  

 
外交に対する外務省の対応何とかならんかね！ 
もうすこし行動力をもって動けんものでしょうか、腹が立って仕方が有りません。 
今日の参院の予算委員会民主党、石井一の質問、創価学会＝公明党の追及は結構なこ

とだが、漢字の読み違問題を一国の総理を小ばかにしたような質問をするくらいならば、

今日のエントリ記事＞金賢姫(キムヒョンヒ)元死刑囚が、拉致被害者の田口八重子さん

の家族との面会を希望していると朝鮮日報などが報じたことについて・・ 
は報道されているのだからどうしてこの問題を真摯に質問してくれないのか、少々下品で

もよいから外務大臣に追求するべきではないか・・・と小生は思うんですがね。  

 

2009/01/20 18:33Commented by 花うさぎ さん 

To くぼたさん こんばんは。 
 
>もうすこし行動力をもって動けんものでしょうか、腹が立って仕方が有りません。 
 
同感です。この程度は外務省が李政権に働きかけて金賢姫を日本に引っ張ってこない

と。山のように貸しがあるでしょうに。 

 
>報道されているのだからどうしてこの問題を真摯に質問してくれないのか 
 
本当にピントがずれてます。ただ、民主党は親北勢力を抱えているので本気では突っ込

めないでしょうけど。 

 
もう、自民だ民主だなどという不毛の議論など止めて、さっさと政界再編して保守系政権

を樹立して欲しいと思いますね。  
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